
総会議案および参考事項 
 
第 1 号議案 第８期（２０２４年度）決算 承認の件 
   
 第８期は、全国切⼿展「スタンペックスジャパン２０２５（以下、スタンペッ
クス）」およびフィラテリスト交流を⽬的とする宴会「ジャパン・フィラテリス
ト・サミット２０２５（以下、サミット）」の⾼度かつ円滑な運営に注⼒した。 

スタンペックスについては、６回⽬の開催で初めてとなる、審査員⻑を外国⼈
が務める取り組みを⾏ったが、授賞式・クリティークを含めて円滑な運営が⾏わ
れ、出品者からも好評を博した。優れたコレクションに授与する特別賞をより魅
⼒的な物にすると共に、豪華な授賞式や「Exhibitor Portal（エグジビターポータ
ル）」の提供により、競争展出品者への動機付けを⾏なった。 

なお、サミットについては、確実な運営に加えて、宣伝・集客に⼒を⼊れた結
果、これまでで最も多い５５名の参加申込をいただくことができた。 

スタンペックス・サミット以外の事業も年間を通じて実施した。郵博特別コレ
クション展は 3 件を開催することができ、いずれも所期の⽬的を達成することが
できた。オンライン会議システムを活⽤した郵趣研究会例会の技術⽀援及び宣伝
協⼒は、４研究会の Zoom例会が年間を通しての定期開催が実施された。 

以上により、当法⼈の当年度の特定⾮営利活動は、所期の⽬的を達成できたも
のと考えている。 
決算に関する書類として以下の３点を添付する。 

1. 活動計算書 
2. 貸借対照表 
3. 財産⽬録  



総会議案および参考事項 
 
第 2 号議案 第９期（２０２５年度）事業計画・予算 承認の件 
 

 全国切⼿展「スタンペックスジャパン２０２６（以下、スタンペックス）」お
よびフィラテリスト交流を⽬的とする宴会「ジャパン・フィラテリスト・サミッ
ト２０２６（以下、サミット）」を確実に運営する。 
 郵博特別コレクション展は２件の開催を予定している。 
 オンライン会議システムを活⽤した郵趣研究会例会の技術⽀援及び宣伝協⼒
は、４研究会の Zoom例会に対して年間を通して⽀援していく。 
 各種事業の進捗の結果、当協会に対する、協賛や寄付が徐々に増えてきてい
る。この流れをさらに円滑にする為に、寄付者にメリットを感じていただける施
策を検討していくこととする。 
 
 
事業計画・予算に関する書類として以下の１点を添付する。 

1. 第９期（２０２５年度）予算 
 
 



法人名： 特定非営利活動法人郵趣振興協会

活動計算書
2024　年　4　月　1　日　から　2025　年　3　月　31　日　まで

(単位：円)

科　　目 金　　額

 I  経常収益

1. 受取会費

正会員受取会費 414,000

賛助会員受取会費 204,000 618,000

2. 受取寄附金

受取寄附金 1,271,800 1,271,800

3. 事業収益

普及啓発事業収益 588,600 588,600

4. その他収益

受取利息 118 118

　　経常収益計 2,478,518

 II  経常費用

1. 事業費

（1）人件費

ボランティア評価費用 375,000

人件費計 375,000

（2）その他経費

業務委託費 803,910

印刷製本費 143,065

旅費交通費 231,184

通信運搬費 27,330

消耗品費 86,866

修繕費 26,980

広告宣伝費 19,800

仕入高 15,050

貸倒引当金繰入額 50,000

その他経費計 1,404,185

事業費計 1,779,185

2. 管理費

（1）人件費

ボランティア評価費用 55,000

人件費計 55,000

（2）その他経費

印刷製本費 2,740

通信運搬費 3,600

消耗品費 9,598

修繕費 26,136

支払手数料 5,396

その他経費計 47,470

管理費計 102,470

　　経常費用計 1,881,655

当期正味財産増減額 596,863

前期繰越正味財産額 535,987

 　　 次期繰越正味財産額 1,132,850



法人名： 特定非営利活動法人郵趣振興協会

貸借対照表
2025　年　3　月　31　日　現在

(単位：円)

科　　目 金　　額

Ⅰ 資産の部

1. 流動資産

現金預金 1,138,850

流動資産合計 1,138,850

2. 固定資産

固定資産合計 0

資産合計 1,138,850

Ⅱ 負債の部

1. 流動負債

仮受金 6,000

流動負債合計 6,000

2. 固定負債

固定負債合計 0

負債合計 6,000

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産 535,987

当期正味財産増減額 596,863

正味財産合計 1,132,850

負債及び正味財産合計 1,138,850



法人名： 特定非営利活動法人郵趣振興協会

財産目録
2025　年　3　月　31　日　現在

(単位：円)

科　　目 金　　額

Ⅰ 資産の部

1. 流動資産

現金預金

手元現金 5,531

ゆうちょ（法人） 807,634

ゆうちょ振替口座 325,685

流動資産合計 1,138,850

2. 固定資産

固定資産合計 0

資産合計 1,138,850

Ⅱ 負債の部

1. 流動負債

仮受金

前受会費 6,000

流動負債合計 6,000

2. 固定負債

固定負債合計 0

負債合計 6,000

正味財産 1,132,850



財務諸表の注記

1. 重要な会計方針

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6） 消費税等の会計処理

2. 事業別損益の状況

事業別損益の状況は以下の通りです。

ボランティアによる役務の提供

ボランティアによる役務の提供は、「４．活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳」として注記しています。

消費税等の会計処理は、税込経理方式によっています。

施設の提供等の物的サービスを受入れは、活動計算書に計上しています。また計上額の算定方法は「３．施設の提供等の物的サービスの受入の内訳」に記載しています。

財務諸表の作成は、NPO法人会計基準（２０１０年７月２０日　２０１7年１２月１２日最終改正　ＮＰＯ法人会計基準協議会）によっています。

固定資産の減価償却の方法

有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却をしています。

無形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定額法で償却をしています。

施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

貸倒引当金は、過去の実績、および滞留状況を基準に計上しています。

棚卸資産は低価法により評価しています。原価は平均法により算出しています。

棚卸資産の評価方法

貸倒引当金の計上基準



第９期（２０２５年度）予算
2025　年　4　月　1　日　から　2026　年　3　月　31　日　まで

(単位：円)

科　　目

 I  経常収益

1. 受取会費

正会員受取会費 450,000 414,000

賛助会員受取会費 198,000 648,000 204,000 618,000

2. 事業収益

普及啓発事業 600,000 600,000 588,600 588,600

3. その他収益

寄付金 800,000 800,000 1,271,800 1,271,800

受取利息 0 118 118

　　経常収益計 2,048,000 2,478,518

 II  経常費用

1. 事業費

（1）人件費

ボランティア評価費用 350,000 375,000

人件費計 350,000 375,000

（2）その他経費

業務委託費 850,000 803,910

印刷製本費 150,000 143,065

旅費交通費 250,000 231,184

通信運搬費 30,000 27,330

消耗品費 80,000 86,866

修繕費 30,000 26,980

広告宣伝費 20,000 19,800

仕入高 15,000 15,050

貸倒引当金繰入額 50,000 50,000

支払手数料

その他経費計 1,410,000 1,404,185

事業費計 1,760,000 1,779,185

2. 管理費

（1）人件費

ボランティア評価費用 55,000 55,000

人件費計 55,000 55,000

（2）その他経費

印刷製本費 5,000 2,740

通信運搬費 5,000 3,600

消耗品費 10,000 9,598

修繕費 26,136 26,136

支払手数料 6,000 5,396

その他経費計 52,136 47,470

管理費計 107,136 102,470

　　経常費用計 1,867,136 1,881,655

当期正味財産増減額 180,864 596,863

前期繰越正味財産額 1,132,850 535,987

 　　 次期繰越正味財産額 1,313,714 1,132,850

今期（第9期）予算 前期（第8期）決算
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